
表-1 使用材料 

 

 

表-2 配合表 

 

 

図-1 試験概要図 
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図-2 供試体内部の塩化物イオン概念図 

モルタルの遮塩性に及ぼす高炉スラグ微粉末の影響に関する研究 
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１． はじめに 

 RC 構造物に塩化物イオンが浸透すると鉄筋腐食が発生し，腐食膨

張によるひび割れを引き起こし，構造物の性能を低下させる塩害劣化

が問題となっている 1)．構造物の構成材料であるコンクリートに対し

ては，長寿命化のために高耐久なものが求められている．これに対し

て，高炉スラグ微粉末は普通ポルトランドセメントを使用した場合に

比べて硬化体の緻密となり，塩化物イオンの固定化能力も高いことか

らコンクリート中の鉄筋の腐食防止に有効であるとの報告があるが，

高炉スラグ配合コンクリートの塩化物イオンの固定化メカニズムに関

しては明確になっていない． 

 そこで本研究では，ブレーン値の異なる高炉スラグ微粉末を 3 種類

使用し，遮塩性および塩化物イオンの固定化性能に及ぼす高炉スラグ

微粉末の影響を確認することを目的とした． 

2. 試験概要 

2.1 使用材料及び配合 

使用材料表を表-1，配合表を表-2にそれぞれ示す．高炉スラグ微 

粉末(BFS)無水石膏(AG)と示す．BFS の SO3量が 2.41%(水準 1 の SO3

量)になるように AG 量を調整する．これは SO3量が多いほど，早期強

度が高く収縮が小さくなるためである．高炉スラグ微粉末は B 種に相

当する 45%，添加量による固定化性能の変化を確認するため半分の

22.5%を用いた． 

2.2 練混ぜ・養生方法 

 練混ぜは JIS R5201 に準拠して行った．養生条件は，水中養生，気

中養生の 2 水準とした．水中養生は材齢 28 日まで養生，蒸気養生は前

置 2h，昇温 20℃/h，60℃2h 保持，下降 10℃/h とし，その後材齢 28

日まで気中養生を行った． 

2.3 急速塩分浸透性試験(RCPT) 

 試験概要図を図-1に示す．モルタルの塩化物イオン実効拡散係数は

土木学会基準「電気泳動によるコンクリート中の塩化物イオンの実効

拡散係数試験方法(案)(JSCE-G571-2003)」に準拠して測定した．供試体

の形状は直径 100mm，厚さ 50mm の円柱とした．供試体内部の塩化物

イオン概念図を図-2に示す． 
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図-3 水中養生の実効拡散係数 

 

 

図-4 蒸気養生の実効拡散係数 

 

 

図-5 水中養生の塩化物イオン量 

 

 

図-6 蒸気養生の塩化物イオン量 

 

 

図-7 陽極側の塩化物イオン濃度の経時変化 

2.4 全塩化物イオンの濃度分析 

 電気泳動試験では供試体に含まれる塩化物イオン濃度が不明

確なため JIS R5202 に準拠し，全塩化物イオンの量を測定した． 

3. 結果及び考察 

3.1 実効拡散係数 

図-3 に水中養生した供試体の実効拡散係数，図-4 蒸気養生し

た供試体の実効拡散係数を示す．無添加のものに比べて高炉スラ

グ微粉末を添加したものの方が，実効拡散係数が小さくなり，添

加量が多いほど同様な傾向に見られ，塩化物イオンの浸透を抑制

していることがわかる．また、同じ添加量でもブレーン値によっ

て差があり，ブレーン値が高いものほど実効拡散係数が小さくな

っている．これは粉末度が高くなるほどモルタルが緻密化するこ

とによるものと考えられる．水中養生品に較べて蒸気養生品は組

織が粗大化することから遮塩性が低下することが確認された． 

3.2 塩化物イオン含有量 

 塩化物イオンの浸透・透過速度が一定になったことを確認した

のち，通電を停止し，供試体を取り出した．取り出した供試体の

塩分量を電位差滴定装置にて定量化した．図-5 および図-6 に水

中養生品，および蒸気養生品の分析結果をそれぞれ示す．この結

果，全体的に高炉スラグ微粉末の添加率，粉末度が上がるほど，

供試体内に残存する塩化物イオンの量が増加している傾向に見

られた． 

図-7 に電気泳動試験における陽極側の塩化物イオン濃度の経

時変化を示す．図の通り，高炉スラグ配合モルタルはリードタイ

ムが長くなっている．このことからも前述の塩化物イオンの保持

量がうかがえる．現在、塩害による劣化予測は実効拡散係数をベ

ースに行なっているが，塩化物イオンの固定化は鉄筋腐食の観点

からは耐用年数の増加につながるため，今後はこの影響について

深く掘り下げてゆく予定である． 

4. まとめ 

 モルタルの遮塩性に及ぼす高炉スラグ微粉末の影響について，

本研究の範囲内で以下の知見を得た． 

(1) 蒸気養生によって若干ではあるが遮塩性が低下する． 

(2) 高炉スラグの粉末度および添加率が高くなるほど，塩化物イ

オンの浸透を抑制し固定化能も高くなる． 
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